
平成 22 年度 予算要求事業調書

１　予算要求事業の概要
№

6 新規 拡大 継続

款 項 目

8 3 2

番号 49-6 事業名

事　業
コード

1203 事業名

<目的>

<目標(平成25年度末)>

<現状(平成21年度末見込み)>

<課題>

・平成22年度　バイパス放流管部の実施設計

・平成23年度　東西縁与野中央公園部の実施設計
　　　　　　　バイパス放流管部の整備工事

・平成24年度　東縁(与野中央公園部)整備工事
　　　　　　　西縁(与野中央公園部)整備工事

・平成25年度　西縁(与野中央公園部)整備工事

所管

内
容

高沼用水路整備事業(河川改修事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

会計区分

一般会計

高沼用水路の整備

建設局　土木部　河川課

現
状
と
課
題

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

事務事業の位置付け

高沼用水路整備事業

予算要求事業の概要

根拠法令等

しあわせ倍増プラン2009

目
的
・
目
標

　浸水対策を目的とする本事業は、市中心部に残された歴史的な緑地空間の保全もまた求められ
ています。地元住民とともに協議を行いながら整備することが重要です。
　また、隣接する与野中央公園の完成に合わせた整備を進めるなど、周辺施設との共同もまた事
業を進める上で重要課題となっています。

１  事業計画を策定しました。

　基本的な河川としての機能を満たしながらも、高沼用水路の歴史性、文化性、環境を活かし
た、水と緑のネットワーク軸として水辺の歩行環境を市民参加型による川づくりを通じて、市民
に親しまれる高沼用水路を整備します。

  昨今の集中豪雨においては道路冠水、床上・床下浸水などの水害も発生しており、早急な整備
が求められています。また、水路を取り巻く周辺地域は都市部の中において自然景観が残存して
おり、河川としての機能を満たしながら、親水性にも配慮した整備を進めていきます。

１　東西縁整備工事(与野中央公園部)の完成
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２　予算要求の内容と査定結果 (単位：千円）

金　額
<積算内訳>

21

<積算内訳>
１　高沼用水路の整備
〔主な内容〕
(１)バイパス放流管の整備のための詳細設計一式 20,000

<要求理由>
① 市債 19,000
② 一般財源 1,000

<査定内容>
１　高沼用水路の整備 20,000

22

<査定理由>
① 市債 19,000
② 一般財源 1,000

<査定内容>
　同上

<査定理由>
① 市債 19,000
② 一般財源 1,000

区　　分

　平成22年度から事業実施のため、必要な経費を要求するもので
す。

　内容及び積算を確認し、適正であると認められるため要求の通り
としました。

備　　　考

平
成

年
度

当初予算

当初予算要求

財政局長査定

平
成

市長査定

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、
財政局原案のとおりとしました。

財源内訳

財源内訳

財源内訳

財源内訳

20,000

年
度

20,000

20,000
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